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聖
喩
記
よ
り
拜
す
大
御
心

鎌

田

純

一

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
三
十
日
、
明
治
天
皇
は
教
育

勅
語
を
渙
発
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
今
年
は
百
二
十
年
と
な
る
。
明
治

天
皇
は
そ
れ
を
渙
発
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、「
朕
爾
臣
民
ト
倶
ニ

挙
々
服
膺
シ
テ
」
と
記
さ
れ
た
如
く
「
遵
守
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
明
治
天
皇
の
教
育
に
つ
い
て
の
大
御
心
を
現
代
に
改
め
て
仰
ぎ
、

そ
の
根
本
に
つ
い
て
深
く
考
慮
さ
せ
て
頂
く
こ
と
肝
要
と
み
て
、
以

下
み
て
い
き
た
い
。

一

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二
月
二
十
二
日
、
そ
れ
ま
で
の
太

政
官
制
度
を
廃
止
し
て
内
閣
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
維
新
後
、
政
治

変
革
、
国
家
の
体
制
整
備
が
計
ら
れ
、
憲
法
発
布
、
国
会
開
設
を
前

に
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
閣
制
度
で
、
外
務
、
内
務
、
大
蔵
、

陸
軍
、
海
軍
、
司
法
、
文
部
、
農
商
務
、
逓
信
の
九
省
を
置
い
た
が
、

総
理
大
臣
に
伊
藤
博
文
、
文
部
大
臣
に
森
有
礼
が
就
い
た
。
森
有
礼

は
国
家
の
発
展
と
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
深
く
思
い
を
い
た
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
明
治
初
年
以
来
外
交
官
と
し
て
海
外
に
駐
在
の
間

に
も
、
各
国
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
調
査
を
熱
心
に
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
実
際
を
憲
法
取
り
調
べ
の
た
め
に
欧
州
に
わ
た
っ
た

伊
藤
博
文
は
知
り
、
伊
藤
博
文
も
教
育
方
策
に
深
く
心
を
い
た
し
て

い
た
こ
と
で
語
り
合
い
、
伊
藤
博
文
は
森
有
礼
の
非
凡
さ
を
知
り
、

こ
の
初
代
文
部
大
臣
に
伊
藤
博
文
は
森
有
礼
を
就
任
さ
せ
た
の
で
あ

る
（
（
（

。

　

森
文
部
大
臣
の
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
基
礎
に
、
教
育
は
国

家
繁
栄
の
た
め
に
な
す
も
の
と
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
森
文
相
が
閣
議
に
図
っ
た
教
育
に
関
す
る
意
見
書
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
そ
れ
に
、

今
は
文
明
の
風
駸
々
と
し
て
行
は
れ
、
日
用
百
般
の
事
物
漸
く

変
遷
し
進
む
。
然
る
に
我
が
国
民
の
志
氣
果
し
て
能
く
錬
養
陶

成
す
る
所
あ
り
て
、
難
き
に
堪
へ
苦
を
忍
び
、
前
途
永
遠
の
重
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任
を
負
担
す
る
に
足
る
歟
。
二
十
年
の
進
歩
は
果
し
て
真
確
精

醇
深
く
人
心
に
涵
漸
し
、
以
て
立
国
の
本
を
鞏
固
な
ら
し
む
る

に
足
る
歟
。（
略
）

蓋
教
育
の
規
則
は
粗
ほ
備
は
る
も
、
教
育
の
準
的
は
果
し
て
何

等
の
方
法
を
以
て
之
を
成
遂
す
る
こ
と
を
得
べ
き
乎
。
顧
み
る

に
我
国
万
世
一
王
天
地
と
與
に
極
限
な
く
、
上
古
以
来
威
武
の

耀
く
所
未
だ
曽
て
一
た
び
も
外
国
の
屈
辱
を
受
け
た
る
こ
と
あ

ら
ず
。
而
し
て
人
民
護
国
の
精
神
忠
武
恭
順
の
風
は
亦
祖
宗
以

来
の
漸
磨
陶
養
す
る
所
、
未
だ
地
に
墜
る
に
至
ら
ず
。
此
れ
乃

ち
一
国
富
強
の
基
を
成
す
為
に
無
二
の
資
本
至
大
の
宝
源
に
し

て
、
以
て
人
民
の
品
性
を
進
め
教
育
の
準
的
を
達
す
る
に
於
て

他
に
求
む
る
こ
と
を
假
ら
ざ
る
べ
き
者
な
り
。
蓋
国
民
を
し
て

忠
君
愛
国
の
氣
に
篤
く
、
品
性
堅
定
志
操
純
一
に
し
て
、
人
々

怯
弱
を
恥
ぢ
屈
辱
を
惡
む
こ
と
を
知
り
、
深
く
骨
髄
に
入
ら
し

め
ば
、
精
神
の
嚮
ふ
所
万
派
一
注
以
て
久
し
き
に
耐
ゆ
べ
く
、

以
て
難
き
を
忍
ぶ
べ
く
、
以
て
協
力
同
心
し
て
事
業
を
興
す
べ

し
。
督
責
を
待
た
ず
し
て
学
を
力
め
智
を
研
き
、
一
国
の
文
明

を
進
む
る
者
此
氣
力
な
り
。
生
産
に
労
働
し
て
富
源
を
開
発
す

る
者
此
氣
力
な
り
。
凡
そ
万
般
の
障
碍
を
芟
除
し
て
国
運
の
進

歩
を
迅
速
な
ら
し
む
る
者
総
て
此
気
力
に
倚
ら
ざ
る
は
な
し
。

長
者
は
此
氣
力
を
以
て
之
を
幼
者
に
授
け
、
父
祖
は
此
氣
力
を

以
て
之
を
子
孫
に
伝
へ
、
人
々
相
承
け
家
々
相
化
し
、
一
国
の

氣
風
一
定
し
て
永
久
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ば
国
本
強
固

な
ら
ざ
る
を
欲
す
と
も
得
べ
か
ら
ざ
る
べ
し
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
し
て
で
あ
る
。

　

そ
の
森
文
部
大
臣
の
と
き
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
十

日
、
勅
令
第
十
三
号
で
、
新
に
師
範
学
校
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

そ
の
第
一
条
に
、

師
範
学
校
ハ
教
員
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

　

�

但
生
徒
ヲ
シ
テ
順
良
信
愛
威
重
ノ
氣
質
ヲ
備
ヘ
シ
ム
ル
コ
ト

ニ
注
目
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

と
あ
り
、
第
二
条
に
、

師
範
学
校
ヲ
分
チ
テ
髙
等
尋
常
ノ
二
等
ト
ス

と
あ
る
が
、
そ
の
髙
等
師
範
学
校
は
湯
島
御
茶
の
水
に
在
っ
た
。
そ

こ
へ
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
十
八
日
、
森
文
部
大
臣
の
奏

請
に
よ
り
、
明
治
天
皇
は
行
幸
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。
午
前
同
校
に

つ
か
れ
、
校
長
山
川
浩
の
前
行
に
よ
り
男
児
小
学
、
女
児
小
学
、
女

子
及
び
男
子
師
範
学
科
の
教
室
を
御
通
覧
、
各
科
授
業
の
実
状
を
御

覧
に
な
ら
れ
、
そ
の
寄
宿
舎
も
み
ら
れ
た
あ
と
、
午
後
に
は
男
女
児

小
学
、
女
子
師
範
生
徒
の
体
操
、
体
操
専
修
科
生
徒
の
小
隊
運
動
、

普
通
軽
体
操
、
男
子
師
範
生
徒
の
銃
剱
術
、
柔
軟
体
操
を
巡
覧
の
あ

と
、
幼
稚
園
に
も
行
幸
に
な
ら
れ
、
終
っ
て
校
長
に
勅
語
を
賜
っ
た
。

本
日
親
シ
ク
此
校
ニ
臨
ミ
教
務
改
良
諸
事
整
理
ノ
緒
ニ
就
ク
ヲ

見
ル
ハ
朕
カ
甚
タ
嘉
ミ
ス
ル
所
ナ
リ
教
官
等
ノ
勉
勵
ニ
因
リ
將
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来
益
進
歩
ス
ル
所
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

と
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
五
月
二
十
九
日
に
は
、
皇
太
后
、
皇

后
も
行
啓
に
な
り
、
各
科
生
徒
の
授
業
な
ど
御
覧
に
な
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

明
治
天
皇
が
深
く
嘉
み
さ
れ
た
こ
と
知
ら
れ
よ
う
。

二

　

森
有
礼
文
部
大
臣
は
東
京
大
学
の
改
革
に
も
熱
心
に
当
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
既
に
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
十
二
日
東
京
開
成
学

校
と
東
京
医
学
校
と
を
合
併
し
、
東
京
大
学
と
称
す
る
旨
布
達
が
出

さ
れ
て
あ
と
、
次
第
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
三
月
二
日
、
帝
国
大
学
令
が
勅
令
第
三
号
と
し
て
出
さ

れ
た
（
（
（

。

　

そ
れ
を
み
る
に
、

第
一
条　

�

帝
国
大
学
ハ
国
家
ノ
須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
教

授
シ
及
其
蘊
奥
ヲ
攷
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条　

�

帝
国
大
学
ハ
大
学
院
及
分
科
大
学
ヲ
以
テ
構
成
ス
大

学
院
ハ
学
術
技
芸
ノ
蘊
奥
ヲ
攷
究
シ
分
科
大
学
ハ
学

術
技
芸
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス

第
十
条　

�

分
科
大
学
ハ
法
科
大
学
医
科
大
学
工
科
大
学
文
科
大

学
及
理
科
大
学
ト
ス
法
科
大
学
ヲ
分
テ
法
律
学
科
及

政
治
学
科
ノ
二
部
ト
ス

と
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
大
学
で
は
な
く
、
帝
国
大
学
と
名
称

を
改
め
た
の
は
、
こ
の
第
一
条
に
「
国
家
ノ
須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技

芸
ヲ
教
授
シ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
よ
り
も
知
ら
れ
る
如
く
、
こ
と

に
国
家
の
須
要
、
そ
れ
も
日
本
帝
国
の
須
要
に
応
ず
る
教
授
研
究
を

行
う
機
関
と
強
く
意
識
し
て
、
森
文
部
大
臣
が
な
し
た
こ
と
と
み
ら

れ
て
い
る
（
（
（

。

　

こ
の
帝
国
大
学
令
が
発
布
さ
れ
、
分
科
大
学
の
組
織
も
整
備
し
た

こ
と
で
、
森
文
部
大
臣
は
そ
こ
へ
の
行
幸
を
奏
請
し
た
。
そ
れ
を
允

さ
れ
て
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
月
二
十
九
日
行
幸
さ
れ
た
（
（
（

。

　

当
日
午
前
九
時
正
門
よ
り
入
御
、
先
着
の
威
仁
親
王
、
森
文
部
大

臣
以
下
、
ま
た
渡
邊
洪
基
総
長
以
下
奉
迎
す
る
な
か
便
殿
に
着
御
、

御
休
憩
の
あ
と
総
長
の
前
行
で
徳
大
寺
實
則
侍
従
長
以
下
が
供
奉
、

理
科
、
医
科
、
法
科
、
文
科
各
分
科
大
学
教
室
、
実
験
室
、
寄
宿
舎
、

医
院
、
図
書
館
を
御
巡
覧
に
な
ら
れ
、
さ
ら
に
理
化
学
の
実
験
及
び

各
科
授
業
も
み
ら
れ
た
あ
と
、
小
石
川
久
堅
町
の
同
大
学
植
物
園
に

臨
幸
に
な
り
、
御
昼
食
を
召
さ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
降
雨
の
た
め
、

園
内
の
巡
覧
を
止
め
ら
れ
、
午
後
二
時
に
還
幸
さ
れ
た
。

　

こ
の
明
治
天
皇
の
帝
国
大
学
御
視
察
の
あ
と
、
そ
の
明
治
天
皇
の

御
所
見
を
、
元
田
永
孚
が
承
り
、
謹
記
し
た
の
が
「
聖
喩
記
」
で
あ

る
。

　

明
治
天
皇
は
、
そ
の
あ
と
十
一
月
五
日
に
元
田
永
孚
を
召
さ
れ
て
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仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
聖
喩
記
」
に
現
代
に
も
深
く
み

さ
せ
て
頂
く
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
み
て
、
全
文
を
掲
げ
る
。

　
　

聖
喩
記　

明
治
十
九
年
十
一
月
五
日

十
一
月
五
日
午
前
十
時
例
ニ
依
テ
参　

内
既
ニ
シ
テ

皇
上
出
御
直
ニ
臣
ヲ
召
ス
臣
進
テ　

御
前
ニ
侍
ス

皇
上
親
喩
シ
テ
曰
ク
朕
過
日
大
学
ニ
臨
ス
十
月
廿

九
日

設
ル
所
ノ
学
科

ヲ
巡
視
ス
ル
ニ
理
科
化
科
植
物
科
医
科
法
科
等
ハ
益
々
其
進
歩

ヲ
見
ル
可
シ
ト
雖
モ
主
本
ト
ス
ル
所
ノ
修
身
ノ
学
科
ニ
於
テ
ハ

曾
テ
見
ル
所
ナ
シ
和
漢
ノ
学
科
ハ
修
身
ヲ
専
ラ
ト
シ
古
典
講
習

科
ア
リ
ト
聞
ク
ト
雖
ト
モ
如
何
ナ
ル
所
ニ
設
ケ
ア
ル
ヤ
過
日
観

ル
コ
ト
無
シ
抑
大
学
ハ
日
本
教
育
高
等
ノ
学
校
ニ
シ
テ
高
等
ノ

人
材
ヲ
成
就
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
然
ル
ニ
今
ノ
学
科
ニ
シ
テ
政
治
治

要
ノ
道
ヲ
講
習
シ
得
ヘ
キ
人
材
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
決
シ
テ

得
へ
カ
ラ
ス
仮
令
理
化
医
科
等
ノ
卒
業
ニ
テ
其
人
物
ヲ
成
シ
タ

ル
ト
モ
入
テ
相
ト
ナ
ル
可
キ
者
ニ
非
ス
当
世
復
古
ノ
功
臣
内
閣

ニ
入
テ
政
ヲ
執
ル
ト
雖
モ
永
久
ヲ
保
ス
ヘ
カ
ラ
ス
之
ニ
継
ク
ノ

相
材
ヲ
育
成
セ
サ
ル
可
ラ
ス
然
ル
ニ
今
大
学
ノ
教
科
和
漢
修
身

ノ
科
有
ル
ヤ
無
キ
ヤ
モ
知
ラ
ス
国
学
漢
儒
固
陋
ナ
ル
者
ア
リ
ト

雖
ト
モ
其
固
陋
ナ
ル
ハ
其
人
ノ
過
チ
ナ
リ
其
道
ノ
本
体
ニ
於
テ

ハ
固
ヨ
リ
之
ヲ
皇
張
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
故
ニ
朕
今
徳
大
寺
侍
従

長
ニ
命
シ
テ
渡
邊
総
長
ニ
問
ハ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
渡
邊
亦
如
何
ナ

ル
考
慮
ナ
ル
ヤ
森
文
部
大
臣
ハ
師
範
学
校
ノ
改
正
ヨ
リ
シ
テ
三

年
ヲ
待
テ
地
方
ノ
教
育
ヲ
改
良
シ
大
ニ
面
目
ヲ
改
メ
ン
ト
云
テ

自
ラ
信
ス
ル
ト
雖
ト
モ
中
学
ハ
稍
改
マ
ル
モ
大
学
今
見
ル
所
ノ

如
ク
ナ
レ
ハ
此
中
ヨ
リ
真
成
ノ
人
物
ヲ
育
成
ス
ル
ハ
決
シ
テ
得

難
キ
ナ
リ
汝
見
ル
所
如
何
臣
謹
テ
対
テ
曰
ク

陛
下
ノ
言
此
ニ
至
ル
皇
国
生
民
ノ
幸
ナ
リ
臣
曩
ニ
命
ヲ
奉
シ
テ

徳
大
寺
ト
共
ニ
大
学
ヲ
巡
視
シ
十
月
十

八
日

窃
ニ
感
覚
ス
ル
所
ア
リ
徳

大
寺
先
ニ
既
ニ
反
命
ス
ル
ヲ
以
テ
臣
未
タ
敢
テ
陣
セ
ス
謂
ラ
ク

臣
敢
テ
言
ハ
ス
ト
雖
ト
モ

陛
下
一
タ
ヒ
臨
御
セ
ハ
必
ス　
　

叡
心
ニ
覚
ル
所
ア
ラ
ン
ト
今

　
　

宸
勅
ヲ
奉
ス
ル
ニ
果
シ
テ
臣
カ
見
ル
所
ノ
如
シ
臣
嘗
テ
大

学
学
科
ノ
設
ケ
ヲ
聞
ク
ニ
修
身
ノ
学
科
ナ
シ
和
漢
ノ
学
ハ
文
学

科
ニ
和
漢
文
ア
リ
ト
雖
ト
モ
僅
カ
ニ
和
漢
ノ
文
章
ヲ
作
ル
ノ
ミ

哲
学
科
ニ
東
洋
哲
学
ア
リ
ト
雖
ト
モ
是
亦
僅
カ
ニ
経
書
聖
賢
ノ

話
ヲ
述
ル
ノ
ミ
加
之
僅
カ
ノ
時
限
ヲ
以
テ
匆
々
ニ
経
過
ス
レ
ハ

和
漢
修
身
ノ
学
ハ
僅
カ
ニ
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
其
勢
将
ニ
廃
棄
セ
ラ

レ
ン
ト
ス
其
教
科
ニ
ア
ル
教
官
ハ
物
集
高
見
島
田
重
禮
等
僅
々

タ
ル
一
二
員
ニ
シ
テ
其
余
ハ
皆
洋
学
専
修
ノ
徒
而
シ
テ
此
人
々

タ
ル
ヤ
大
抵
明
治
五
年
以
来
ノ
教
育
ニ
成
立
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ

西
洋
ノ
外
面
ヲ

仿
シ
曾
テ
國
體
君
臣
ノ
大
義
仁
義
道
徳
ノ
要

ヲ
聞
知
セ
サ
ル
者
共
ナ
リ
彼
ノ
外
山
正
一
ノ
著
書
社
会
ト
宗
教

ト
ノ
関
係

ヲ
一

見
シ
テ
モ
其
放
言
ス
ル
所
ニ
依
テ
其
思
想
ノ
赴
ク
所
ヲ
概
見
ス

ヘ
シ
此
等
ノ
脳
髄
ヲ
以
テ
生
徒
ヲ
教
導
セ
ハ
後
来
ノ
害
実
ニ
恐
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ル
可
キ
ナ
リ
今
ニ
シ
テ
此
ヲ
停
止
セ
サ
レ
ハ
復
挽
回
ス
ヘ
カ
ラ

ス
今

陛
下
ノ
眞
衷
ヨ
リ
発
シ
徳
大
寺
ヲ
遣
ハ
サ
レ
渡
邊
総
長
ニ
詰
問

ヲ
賜
ハ
ラ
ハ
皇
道
ノ
興
張
果
シ
テ
此
ヨ
リ
生
ル
ヘ
キ
也
臣
誠
恐

深
ク

陛
下
ノ
此
言
ヲ
感
仰
欽
敬
ス
臣
敢
テ
一
身
ヲ
顧
ミ
ス
唯

陛
下
ノ
命
ス
ル
所
森
大
臣
渡
邊
総
長
ニ
向
テ
問
難
ス
ル
所
ア
ラ

ン
ト
ス
然
ト
モ
臣
窃
ニ
自
ラ
量
ル
ニ
臣
カ
漢
学
者
流
ニ
シ
テ

陛
下
ノ
左
右
ニ
ア
ル
ハ
皆
衆
目
ノ
視
ル
所
ナ
リ
故
ニ
臣
カ
言
ヲ

出
サ
ハ

陛
下
ノ
眞
衷
ノ　

勅
語
モ
或
ハ
臣
カ
上
言
シ
テ
作
為
ス
ル
所
卜

疑
ヲ
容
レ
ン
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
是
臣
カ
謹
ン
テ
敢
テ
自
ラ
任
セ

サ
ル
所
ナ
リ
抑
教
育
ノ
重
大
ナ
ル
夙
ニ

陛
下
ノ
深
ク
慮
ル
所
幼
学
綱
要
ノ
欽
定
ア
リ
シ
ヨ
リ
漸
ク
ニ
シ

テ
米
国
教
育
ノ
流
弊
ヲ
救
正
シ
世
上
再
タ
ヒ
忠
君
愛
国
ノ
主
義

ニ
赴
キ
仁
義
道
徳
ヲ
唱
フ
ル
者
ア
ル
ニ
至
リ
シ
モ
去
々
年
ヨ
リ

復
洋
風
ニ
傾
キ
昨
今
ニ
至
テ
ハ
専
ラ
洋
学
ト
変
シ
和
漢
ノ
学
ハ

将
ニ
廃
絶
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
有
志
ノ
士
皆
大
ニ
憂
慮
ス
ル

所
ナ
リ
但
国
学
漢
学
ノ
固
陋
ナ
ル
ハ
従
来
教
育
ノ
宜
キ
ヲ
得
サ

ル
ニ
因
ル
其
忠
孝
道
徳
ノ
主
本
ニ
於
テ
ハ
和
漢
ノ
固
有
ナ
リ
今

西
洋
教
育
ノ
方
法
ニ
由
テ
其
課
程
ヲ
設
ケ
東
洋
哲
学
中
ニ
道
徳

ノ
精
微
ヲ
窮
ル
ニ
至
ル
ノ
学
科
ヲ
置
キ
忠
孝
廉
恥
ノ
近
キ
ヨ
リ

進
ン
テ
経
国
安
民
ノ
遠
大
ヲ
知
得
ス
ル
コ
ト
ヲ
務
メ
タ
ラ
ン
コ

ト
真
ノ
日
本
帝
国
ノ
大
学
ト
称
ス
ヘ
キ
ナ
リ
今
ノ
設
ケ
ノ
如
ク

シ
テ
ハ

聖
喩
ノ
如
ク
名
医
ハ
多
人
数
成
就
ス
ル
モ
政
事
ハ
執
ル
コ
ト
ハ

ナ
ル
マ
シ
ク
法
学
ニ
シ
テ
君
徳
ノ
輔
佐
モ
充
分
ナ
ラ
ス
理
化
植

物
工
科
ニ
テ
其
藝
ニ
達
シ
タ
リ
ト
モ
君
臣
ノ
道
モ
國
體
ノ
重
キ

モ
脳
髄
ニ
之
無
キ
人
物
日
本
国
中
ニ
充
満
シ
テ
モ
之
ヲ
以
テ
日

本
帝
国
大
学
ノ
教
育
ト
ハ
云
へ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
自
今
以
往

聖
喩
ニ
因
テ
和
漢
修
身
ノ
学
科
ヲ
更
張
セ
ン
ニ
ハ
其
道
ニ
志
ア

ル
物
集
島
田
等
ノ
如
キ
聊
カ
モ
国
学
ニ
僻
セ
ス
漢
学
ニ
泥
マ
ス

西
洋
ノ
方
法
ニ
因
テ
教
科
ヲ
設
ケ
時
世
ニ
適
応
シ
テ
忠
孝
道
徳

ノ
進
歩
ヲ
生
徒
ニ
教
導
セ
ン
コ
ト
何
ノ
難
キ
コ
ト
カ
ア
ラ
ン
其

風
気
ノ
及
フ
所
必
ス
国
学
漢
学
者
中
ニ
奮
発
シ
テ
国
用
ニ
供
ス

ル
者
出
来
ル
ヘ
キ
也
当
世
ノ
風
潮
ハ
面
々
各
々
其
弁
ヲ
震
ヒ
其

腕
ヲ
伸
ハ
シ
唯
進
ン
テ
取
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ノ
時
ニ
際
シ
テ
ハ

自
分
一
歩
モ
退
ク
ヘ
カ
ラ
ス
素
ヨ
リ
彼
等
ニ
抵
抗
ス
ル
ニ
モ
及

ハ
ス
唯
地
歩
ヲ
占
メ
テ
進
ム
時
ハ
一
歩
モ
抜
カ
サ
ス
吾
道
徳
仁

義
ヲ
進
入
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
当
世
ノ
著
眼
ト
ナ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
是

臣
カ
平
生
見
ル
所
深
ク

陛
下
ノ
勅
喩
ヲ
敬
承
賛
美
シ
速
ニ
徳
大
寺
ニ
命
セ
ラ
レ
テ
渡
邊

総
長
ニ
下
問
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
所
ナ
リ
更
ニ
宜
シ
ク
伊
藤
大

臣
吉
井
次
官
等
ニ
モ　

聖
意
ノ
在
ル
所
フ
御
示
喩
ア
ラ
ン
コ
ト
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ヲ
欲
ス
右
謹
ン
テ
上
言
ス
ル
処

聖
顔
喜
色
麗
シ
ク
更
ニ
又
反
復
懇
喩
ア
リ
一
時
間
余
ニ
シ
テ
退

ク

と
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
何
み
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
き
か
。
そ

の
帝
国
大
学
に
「
主
本
ト
ス
ル
所
ノ
修
身
ノ
学
科
ニ
於
テ
ハ
曽
テ
見

ル
コ
ト
無
シ
、
和
漢
ノ
学
科
ハ
修
身
ヲ
専
ラ
ト
シ
、
古
典
講
習
科
ア

リ
ト
聞
ク
ト
雖
ト
モ
如
何
ナ
ル
所
ニ
設
ケ
ア
ル
ヤ
過
日
観
ル
コ
ト
無

シ
、
抑
大
学
ハ
日
本
教
育
高
等
ノ
学
校
ニ
シ
テ
高
等
ノ
人
材
ヲ
成
就

ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
、
然
ル
ニ
今
ノ
学
科
ニ
シ
テ
政
事
治
安
ノ
道
ヲ
講
習

シ
得
ヘ
キ
人
材
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
決
シ
テ
得
ヘ
カ
ラ
ス
、
仮
令

理
化
医
科
等
ノ
卒
業
ニ
テ
其
人
物
ヲ
成
シ
タ
ル
ト
モ
、
入
テ
相
ト
ナ

ル
可
キ
者
ニ
非
ス
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
明
治
天
皇
は
帝
国
大

学
の
目
的
を
よ
く
見
ら
れ
、
そ
こ
に
あ
る
べ
き
修
身
の
学
科
の
こ
と

を
仰
せ
ら
れ
、
こ
と
に
政
事
治
安
の
道
に
当
る
人
材
成
就
に
そ
れ
が

肝
要
と
仰
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
時
代
に
だ
け
で
な
く
、
現
代
に

も
深
く
よ
く
う
け
と
め
さ
せ
て
頂
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
聖
喩
記
を
謹
記
し
た
元
田
永
孚
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
が
、
熊
本
藩
出
身
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
生

ま
れ
、
時
習
館
で
学
び
、
横
井
小
楠
の
影
響
も
う
け
、
幕
末
京
都
に

出
て
い
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
三
十
日
、
五
十
四
歳

の
と
き
宮
内
省
出
仕
と
な
り
、
専
ら
侍
讀
を
つ
と
め
、
あ
と
侍
講
、

侍
補
、
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、
明
治
天
皇
の
御
信
頼
を

深
く
得
て
い
た
（
（
（

。
そ
の
元
田
永
孚
、
聖
喩
記
に
も
自
ら
「
漢
学
者
」

と
記
す
が
、
こ
と
に
朱
子
学
を
修
め
、
実
学
に
志
し
た
が
、
永
孚
の

と
ら
え
た
実
学
と
は
朱
子
学
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
永
孚
は
「
臣
下
ノ

道
ハ
忠
ト
孝
ト
ノ
ミ
、
忠
孝
ノ
道
ハ
道
理
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ニ
在
リ
、

道
理
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ハ
実
学
ニ
在
ル
ノ
ミ
、
実
学
ノ
外
ハ
皆
虚
文
腐

儒
ノ
学
ニ
シ
テ
、
以
テ
忠
孝
ノ
道
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
（
（
（

」
と
記

し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
永
孚
の
学
、
そ

れ
よ
り
す
る
人
物
を
明
治
天
皇
は
よ
く
み
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の

よ
う
に
聖
喩
を
永
孚
に
賜
わ
り
、
永
孚
も
よ
く
う
け
と
め
謹
記
し
た

こ
と
を
重
く
う
け
と
め
た
い
。

　

そ
の
あ
と
、
明
治
天
皇
は
翌
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
十

三
日
、
侍
従
長
徳
大
寺
實
則
を
帝
国
大
学
に
差
遣
さ
れ
、
さ
ら
に
各

分
科
大
学
を
巡
視
さ
せ
ら
れ
、
総
長
渡
邊
洪
基
に
西
洋
哲
学
の
科
は

あ
る
が
、
日
本
哲
学
の
科
を
設
け
て
い
な
い
所
以
な
ど
問
わ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
（
（
（

。
永
孚
の
意
見
も
い
れ
、
明
治
天
皇
御
自
身
よ
く
計
ら

れ
て
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。

三

　

明
治
天
皇
の
教
育
に
対
す
る
大
御
心
を
み
さ
せ
て
頂
く
前
に
、
渡

邊
幾
治
郎
の
記
し
た
と
こ
ろ
（
（（
（

に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

渡
邊
幾
治
郎
は
、
明
治
天
皇
の
聖
徳
大
成
の
根
本
は
、
天
職
す
な

わ
ち
天
皇
と
し
て
祖
宗
の
宝
祚
を
継
が
れ
、
国
家
、
国
民
を
統
治
さ
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れ
る
そ
の
天
職
に
対
す
る
御
自
覚
の
あ
っ
た
こ
と
と
み
て
、
そ
れ
は

維
新
の
勅
諭
、

今
般
朝
政
一
新
ノ
時
ニ
膺
リ
天
下
億
兆
一
人
モ
其
處
ヲ
得
サ
ル

時
ハ
皆
朕
カ
罪
ナ
レ
ハ
今
日
ノ
事
朕
自
身
骨
ヲ
労
シ
心
志
ヲ
苦

メ
艱
難
ノ
先
ニ
立
チ
古
列
祖
ノ
盡
サ
セ
給
ヒ
シ
蹤
ヲ
履
ミ
治
績

ヲ
勤
メ
テ
コ
ソ
始
テ
天
職
ヲ
奉
シ
テ
億
兆
ノ
君
タ
ル
所
ニ
背
カ

サ
ル
ヘ
シ

に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
天
職
に
対
す
る
御
自
覚
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五

二
）
御
降
誕
よ
り
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
御
踐
祚
ま
で
の
十
六
年
間
、

す
な
わ
ち
外
国
船
渡
来
、
朝
幕
の
衝
突
、
諸
藩
の
離
合
、
志
士
浪
士

の
崛
起
等
、
国
家
大
変
の
十
六
年
間
に
得
ら
れ
た
も
の
、
そ
こ
に
御

父
君
孝
明
天
皇
、
英
明
に
し
て
憂
国
の
念
極
め
て
深
く
、
常
に
国
事

に
盡
瘁
し
て
寧
日
な
き
御
父
君
の
御
姿
を
み
ら
れ
、
そ
の
御
感
化
を

う
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
御
生
母
中
山
慶
子
の
御
教
育
、
幼
少

時
に
き
び
し
く
理
性
も
っ
て
当
ら
れ
た
御
教
育
の
あ
っ
た
こ
と
も
み

て
い
る
。
そ
し
て
、
渡
邊
幾
治
郎
は
、
そ
の
天
皇
の
天
職
御
自
覚
の

上
に
、
名
臣
名
将
ら
の
輔
翼
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
こ
と
と
し
て

み
て
い
る
。
三
條
實
美
、
岩
倉
具
視
、
大
久
保
利
通
、
西
郷
隆
盛
、

木
戸
孝
允
ほ
か
、
少
し
後
に
伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
ほ
か
、
ま
た
君

徳
上
の
師
傅
と
し
て
中
沼
了
三
、
元
田
永
孚
、
佐
々
木
高
行
、
吉
井

友
實
ほ
か
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
純
忠
至
誠
、
輔
翼
に
盡
瘁

し
た
こ
と
を
み
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
一
人
々
々
に
つ
い
て
み
て
行
く
な
か
で
、
元
田
永

孚
に
つ
い
て
、
論
語
ほ
か
経
書
を
進
講
す
る
に
、
そ
の
い
ず
れ
の
場

合
も
、
国
体
に
立
脚
し
、
皇
道
に
帰
着
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
常
に
儒
学
を
以
て
皇
道
の
説
明
と
し
、
注
解
と
す
る
日

本
主
義
の
立
場
に
あ
っ
た
旨
を
記
し
、
そ
れ
を
明
治
天
皇
が
よ
く
う

け
と
め
ら
れ
、
御
質
問
に
な
り
、
御
意
見
を
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
を
記

し
、
聖
識
の
御
発
揚
に
元
田
永
孚
が
つ
と
め
た
こ
と
「
尋
常
学
究
の

徒
の
能
く
す
る
所
で
は
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
渡
邊
の

研
究
態
度
、
そ
の
成
果
、
現
代
に
よ
く
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
天
皇
の
御
修
学
に
つ
い
て
は
、『
明
治
天
皇
紀
』
巻
一
、
二
、

三
、
四
、
五
だ
け
を
み
て
も
、
実
に
よ
く
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
（（
（

。
こ
れ
も
、
明
治
天
皇
の
教
育
に
関
す
る
大
御
心
を
仰
ぐ
上
で
も

よ
く
み
さ
せ
て
頂
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
天
皇
は
習
字
、
和
歌
、
ま
た
西
欧
の
こ
と
も
修
学
さ
れ
た
が
、

和
漢
の
書
、
そ
の
御
修
学
書
目
の
主
な
も
の
だ
け
で
も
大
学
、
孝
経
、

中
庸
、
論
語
、
孟
子
、
史
記
、
帝
範
、
十
八
史
略
、
ま
た
禁
祕
抄
、

日
本
書
紀
、
貞
観
政
要
、
日
本
外
史
等
を
侍
講
中
沼
了
三
、
秋
月
種

樹
ら
か
ら
学
ば
れ
、
福
羽
美
静
か
ら
国
史
、
万
葉
集
に
つ
い
て
学
ば

れ
、
元
田
永
孚
か
ら
論
語
に
加
え
て
日
本
外
史
を
、
ま
た
尚
書
、
貞

観
政
要
も
学
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
元
田
永
孚
が
そ
の
概
況
を
よ

く
記
し
て
い
る
が
、
な
か
で
「
永
孚
又
嘗
て
玉
案
の
上
に
一
書
の
在
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る
を
見
て
何
の
書
な
る
か
を
問
ひ
た
て
ま
つ
れ
る
に
、
此
は
是
れ
李

伯
紀
の
忠
義
編
な
り
、
是
の
書
、
諸
葛
孔
明
が
出
帥
の
表
に
継
け
り

と
告
げ
た
ま
ふ
、
永
孚
前
賢
未
発
の
聖
言
に
驚
嘆
す
（
（（
（

」
と
記
し
て
い

る
こ
と
も
よ
く
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

　

明
治
維
新
の
教
育
精
神
を
み
よ
う
と
す
る
時
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
九
月
十
六
日
に
創
立
さ
れ
た
皇
学
所
、
漢
学
所
並
立
の
行
政

官
沙
汰
の
な
か
の
規
則
を
み
る
こ
と
を
先
人
が
ま
ず
さ
れ
た
こ
と
（
（（
（

、

み
る
べ
き
こ
と
と
し
て
そ
れ
を
み
て
行
き
た
い
。
そ
の
皇
学
所
、
漢

学
所
（
（（
（

に
つ
い
て
詳
し
く
み
る
こ
と
は
避
け
て
、
そ
の
規
則
を
み
て
み

た
い
。

　
　

規
則（（（
（

一
、
國
體
ヲ
辨
シ
名
分
ヲ
正
ス
ヘ
キ
事

一
、
漢
土
西
洋
ノ
学
ハ
共
ニ
皇
道
ノ
羽
翼
タ
ル
事

　
　
　

�

但
中
世
以
來
武
門
大
權
ヲ
執
リ
名
分
取
違
候
者
巨
多
有

之
向
後
屹
度
可
心
得
事

一
、
虚
文
空
論
ヲ
禁
ジ
著
實
ニ
修
行
文
武
一
致
ニ
教
諭
可
致
事

一
、
皇
學
漢
學
共
互
ニ
是
非
ヲ
爭
ヒ
固
我
之
偏
執
不
可
有
事

　
　
（
下
略
）

と
の
如
く
あ
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
行
政
官
沙
汰
で
発
令
さ

れ
た
こ
の
規
則
、
当
時
に
お
い
て
的
確
で
あ
り
、
行
政
官
に
識
者
が

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

そ
れ
よ
り
、
政
府
は
学
制
を
確
立
す
る
必
要
を
認
め
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
は
欧
米
各
国
の
学
制
の
取
調
べ
視
察
の
た
め
に
人
々

を
遣
わ
す
こ
と
に
当
っ
た
（
（（
（

。

　

そ
し
て
、
欧
米
各
国
の
な
か
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
の
学
制
が
も
っ

と
も
秩
序
整
然
と
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
学
制
を
制
定
頒
布
し
た
。

　

な
か
で
、
小
学
校
に
つ
い
て
「
小
学
校
ハ
教
育
ノ
初
級
ニ
シ
テ
人

民
一
般
必
ス
学
ハ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、

そ
の
小
学
校
を
尋
常
小
学
、
女
児
小
学
等
に
区
分
し
て
い
る
が
、
そ

の
尋
常
小
学
を
上
下
二
等
に
分
ち
、そ
の
下
等
小
学
の
教
科
に
（
一
）

綴
字
（
読
並
盤
上
習
字
）、（
二
）
習
字
（
字
形
を
主
と
す
）、（
三
）
單

語
（
読
）、（
四
）
会
話
（
読
）、（
五
）
読
本
（
解
意
）、（
六
）
修
身

（
解
意
）、（
七
）
国
体
（
解
意
）、（
八
）
書
牘
（
解
意
並
盤
上
習
字
）、

（
九
）
文
法
（
解
意
）、（
一
〇
）
算
術
（
九
々
数
位
加
減
乗
除
但
洋
法
を

用
ふ
）、（
一
一
）
養
生
法
（
講
義
）、（
一
二
）
地
学
大
意
、（
一
三
）

窮
理
学
大
意
、（
一
四
）
体
操
、（
一
五
）
唱
歌
（
当
分
之
を
欠
く
）

を
あ
げ
、
上
等
小
学
の
教
科
は
下
等
小
学
の
教
科
に
、（
一
）
史
学

大
意
、（
二
）
幾
何
学
大
意
、（
三
）
罫
画
大
意
、（
四
）
博
物
学
大

意
、（
五
）
化
学
大
意
、（
六
）
生
理
学
大
意
を
加
え
、
そ
の
地
方
の

状
況
に
よ
り
（
一
）
外
国
語
の
一
二
、（
二
）
記
簿
法
、（
三
）
図
画
、

（
四
）
政
体
大
意
の
四
教
科
を
斟
酌
し
て
教
え
得
る
も
の
と
し
た
。
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ま
た
、
女
児
小
学
で
は
尋
常
小
学
の
教
科
の
ほ
か
に
女
子
の
手
芸
を

教
え
る
も
の
と
し
た
。

　

そ
の
教
科
の
一
つ
、
修
身
で
は
、『
民
家
童
蒙
訓
』、
福
沢
諭
吉
著

『
童
蒙
教
草
』
等
を
教
科
書
と
し
て
、
教
師
が
こ
れ
を
口
頭
で
説
諭

す
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
要
領
も
示
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

そ
の
学
校
の
実
際
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
明
治
天
皇
は
明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）
八
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
の
間
に
東

山
、
北
陸
、
畿
内
、
東
海
諸
道
の
諸
県
を
御
巡
察
に
な
ら
れ
た
が
（
（（
（

、

そ
の
機
に
小
学
校
、
中
学
校
、
師
範
学
校
な
ど
も
親
ら
御
巡
覧
に
な

り
、
ま
た
供
奉
の
右
大
臣
岩
倉
具
視
、
参
議
大
隈
重
信
、
同
井
上
馨

ら
を
広
く
他
の
学
校
に
差
遣
さ
れ
、
そ
の
復
命
を
聞
し
召
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
親
ら
御
覧
に
な
ら
れ
、
ま
た
復
命
よ
り
お
考
え
に
な
ら
れ
た

と
こ
ろ
を
、
侍
講
元
田
永
孚
に
話
さ
れ
、
記
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
出
さ
れ
た
教
学
大
旨
（
教
学
聖
旨
）
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

教
学
ノ
要
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
智
識
才
藝
ヲ
究
メ
以
テ
仁

道
ヲ
盡
ス
ハ
我
祖
訓
國
典
ノ
大
旨
上
下
一
般
ノ
教
ト
ス
ル
所
ナ

リ
然
ル
ニ
輓
近
専
ラ
知
識
才
藝
ノ
ミ
ヲ
尚
ト
ヒ
文
明
開
化
ノ
末

ニ
馳
セ
品
行
ヲ
破
リ
風
俗
ヲ
傷
フ
者
少
ナ
カ
ラ
ス
然
ル
所
以
ノ

者
ハ
維
新
ノ
始
首
ト
シ
テ
陋
習
ヲ
破
リ
知
識
ヲ
世
界
ニ
廣
ム
ル

ノ
卓
見
ヲ
以
テ
一
時
西
洋
ノ
所
長
ヲ
取
リ
日
新
ノ
效
ヲ
奏
ス
ト

雖
ト
モ
其
流
弊
仁
義
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
徒
ニ
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ

ハ
將
來
ノ
恐
ル
ル
所
終
ニ
君
臣
父
子
ノ
大
義
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至

ラ
ン
モ
測
ル
可
カ
ラ
ス
是
我
邦
教
学
ノ
本
意
ニ
非
サ
ル
也
故
ニ

自
今
以
往
祖
宗
ノ
訓
典
ニ
基
ヅ
キ
専
ラ
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ

道
徳
ノ
学
ハ
孔
子
ヲ
主
ト
シ
テ
人
々
誠
實
品
行
ヲ
尚
ト
ヒ
然
ル

上
各
科
ノ
学
ハ
其
才
器
ニ
隨
テ
益
々
長
進
シ
道
徳
才
藝
本
末
全

備
シ
テ
大
中
至
正
ノ
教
学
天
下
ニ
布
満
セ
シ
メ
ハ
我
邦
獨
立
ノ

精
神
ニ
於
テ
宇
内
ニ
恥
ル
コ
ト
無
カ
ル
可
シ

　
　
　

小
学
條
目
二
件

一　

�

仁
義
忠
孝
ノ
心
ハ
人
皆
之
有
リ
然
ト
モ
其
幼
少
ノ
始
ニ
其

脳
髄
ニ
感
覚
セ
シ
メ
テ
培
養
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
他
ノ
物
事
已

ニ
耳
ニ
入
リ
先
入
主
ト
ナ
ル
時
ハ
後
奈
何
ト
モ
爲
ス
可
カ

ラ
ス
故
ニ
當
世
小
学
校
ニ
絵
圖
ノ
設
ケ
ア
ル
ニ
準
シ
古
今

ノ
忠
臣
義
士
孝
子
節
婦
ノ
畫
像
・
寫
眞
ヲ
掲
ケ
幼
年
生
入

校
ノ
始
ニ
先
ツ
此
畫
像
ヲ
示
シ
其
行
事
ノ
概
略
ヲ
説
諭
シ

忠
孝
ノ
大
義
ヲ
第
一
ニ
脳
髄
ニ
感
覚
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要

ス
然
ル
後
ニ
諸
物
ノ
名
状
ヲ
知
ラ
シ
ム
レ
ハ
後
來
忠
孝
ノ

性
ニ
養
成
シ
博
物
ノ
学
ニ
於
テ
本
末
ヲ
誤
ル
コ
ト
無
カ
ル

ヘ
シ

一　

�
去
秋
各
縣
ノ
学
校
ヲ
巡
覧
シ
親
シ
ク
生
徒
ノ
藝
業
ヲ
験
ス

ル
ニ
或
ハ
農
商
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
其
説
ク
所
多
ク
ハ
高
尚
ノ
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空
論
ノ
ミ
甚
キ
ニ
至
テ
ハ
善
ク
洋
語
ヲ
言
フ
ト
雖
ト
モ
之

ヲ
邦
語
ニ
譯
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
此
輩
他
日
業
卒
リ
家
ニ
帰

ル
ト
モ
再
タ
ヒ
本
業
ニ
就
キ
難
ク
又
高
尚
ノ
空
論
ニ
テ
ハ

官
ト
爲
ル
モ
無
用
ナ
ル
可
シ
加
之
其
博
聞
ヲ
誇
リ
長
上
ヲ

侮
リ
縣
官
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
是
皆

教
学
ノ
其
道
ヲ
得
サ
ル
ノ
弊
害
ナ
リ
故
ニ
農
商
ノ
学
科
ヲ

設
ケ
高
尚
ニ
馳
セ
ス
實
地
ニ
基
ツ
キ
他
日
学
成
ル
時
ハ
其

本
業
ニ
帰
リ
テ
益
々
其
業
ヲ
盛
大
ニ
ス
ル
ノ
教
則
ア
ラ
ン

コ
ト
ヲ
欲
ス

と
の
如
く
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
、
先
掲
し
た
聖
喩
記
で
仰
せ
ら
れ
た
「
修
身
」
に
通
じ

て
の
こ
と
、
教
育
の
根
本
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
伺
え
よ
う
し
、
さ
ら

に
先
に
掲
げ
た
小
学
校
の
教
科
、
そ
れ
よ
り
小
学
生
に
髙
尚
の
空
論
、

役
に
た
た
ぬ
ば
か
り
か
、
そ
れ
よ
り
長
上
を
侮
辱
し
、
農
商
の
妨
げ

る
こ
と
と
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
よ
く
み
さ
せ
て
頂
く
べ
き
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
三
十
日
、
元
田
永
孚
は
国

体
、
政
体
の
別
を
論
じ
て
、
親
裁
の
実
を
天
下
に
明
示
し
給
わ
ん
こ

と
を
進
言
し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
奏
上
に
、

伏
テ
惟
ニ

祖
宗
ノ
国
体
ハ
永
遠
ニ
確
守
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
也
歴

　

�

朝
ノ
政
体
ハ
時
ニ
随
テ
変
改
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
也
是
蓋
我

日
本

　

�

帝
国
ノ
特
リ
国
是
ト
ス
ル
所
ニ
非
ス
宇
内
各
国
ノ
以
テ
公
義

ト
ス
ル
所
特
リ
宇
内
各
国
ノ
公
義
ト
ス
ル
所
ニ
非
ス
即
チ
天

地
ノ
道
理
ナ
リ
故
ニ
妄
ニ
国
体
ヲ
変
シ
又
或
ハ
姑
息
振
ハ
サ

ル
ノ
国
ハ
天
地
ノ
公
道
ニ
背
キ
祖
宗
ノ
規
範
ニ
悖
ル
ヲ
以
テ

其
国
随
テ
乱
レ
遂
ニ
衰
亡
ニ
至
ル
者
遠
ク
漢
土
ノ
古
ニ
微
シ

近
ク
欧
州
ノ
今
ヲ
顧
ル
ニ
昭
々
乎
ト
シ
テ
疑
ヲ
容
レ
ス
矣

と
記
し
始
め
て
奏
す
る
な
か
で
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
御
誓

文
の
な
か
に
「
広
ク
会
議
ヲ
興
シ
万
機
公
論
ニ
決
ス
ヘ
シ
」
と
記
さ

れ
た
こ
と
よ
り
、
世
に
国
体
が
洋
風
に
変
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
憂
う
る
も
の
が
い
る
が
、
国
体
と
政
体
と
は
別
、
そ
の
政
体
も

「
英
国
ノ
如
キ
立
憲
政
体
ヲ
云
ニ
非
ス
即
チ
日
本
帝
国
ノ
立
憲
政
体

ナ
リ
」、
そ
の
帝
国
の
憲
法
は
「
陛
下
君
主
ノ
宸
断
ヲ
以
テ
我
邦
ノ

憲
法
ヲ
立
ル
ナ
リ
其
憲
法
ハ
即
チ
天
地
ノ
公
道
ニ
其
ツ
キ
祖
宗
ノ
国

体
ニ
由
リ
古
今
上
下
ノ
民
俗
風
俗
ニ
適
度
シ
タ
ル
憲
法
ナ
リ
是
他
無

シ
」
と
記
し
、
以
下
さ
ら
に
当
時
に
あ
っ
て
、
国
体
確
守
、
こ
れ
は

絶
対
に
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
明
治
天
皇
は
参
議
伊
藤
博
文
を
召
さ
れ
て
、
教
育
を
改
良

し
、
風
俗
を
矯
正
す
べ
き
旨
、
仰
せ
ら
れ
、
そ
の
意
見
を
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
た
え
て
、
伊
藤
博
文
は
明
治
十
二
年
（
一

八
七
九
）
九
月
「
教
育
議
」
を
奉
っ
た
（
（（
（

。

　

そ
こ
で
、

詐
ヲ
尚
ヒ
利
ヲ
務
メ
テ
廉
恥
ヲ
知
ラ
ス
訟
ヲ
好
ミ
爭
ヲ
長
シ
テ
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情
誼
ヲ
顧
ミ
ス
礼
譲
地
ニ
墜
チ
倫
理
漸
ク
衰
フ
是
ヲ
制
行
ノ
敗

レ
ト
ス
好
テ
怪
僻
ノ
説
ヲ
為
シ
輙
ク
激
昂
ノ
論
ヲ
揚
ケ
人
心
ヲ

扇
動
シ
国
体
ヲ
破
壊
シ
禍
乱
ヲ
醸
成
シ
テ
以
テ
快
ト
為
ス
是
ヲ

言
論
ノ
敗
レ
ト
ス
此
二
ツ
ノ
者
其
勢
相
依
ル
要
シ
テ
之
ヲ
論
ス

ル
時
ハ
実
ニ
風
俗
ノ
弊
ニ
外
ナ
ラ
ス
此
時
ニ
当
テ
教
育
ノ
道
ヲ

慎
ム
コ
ト
固
ヨ
リ
緊
要
ト
ス

と
記
し
は
じ
め
て
、
中
古
以
来
「
士
人
廉
隅
ヲ
磨
礪
シ
名
ニ
死
ス
ル

ヲ
以
テ
栄
ト
ス
生
ヲ
計
ル
者
ハ
汚
ト
シ
利
ヲ
言
フ
者
ハ
歯
セ
ス
」
と

し
て
来
た
淳
風
美
俗
は
亡
び
、
維
新
以
降
世
情
一
変
、
詭
言
横
行
す

る
状
況
と
な
っ
た
が
、

概
シ
テ
之
ヲ
論
ス
ル
ニ
風
俗
ノ
弊
ハ
実
ニ
世
変
ノ
余
ニ
出
ツ
而

シ
テ
其
勢
已
ム
ヲ
得
サ
ル
者
ア
リ
故
ニ
大
局
ヲ
通
観
ス
ル
ト
キ

ハ
是
ヲ
以
テ
偏
ニ
維
新
以
後
教
育
其
道
ヲ
得
サ
ル
ノ
致
ス
所
ト

為
ス
ヘ
カ
ラ
ス

と
し
、
そ
の
教
育
も
「
明
治
五
年
学
制
ヲ
頒
布
」
し
て
以
降
ま
だ
緒

に
つ
い
て
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ
「
形
相
ニ
失
シ
テ
精
神
ニ
欠
」
く

と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
修
補
し
て
行
け

ば
数
年
の
の
ち
に
は
よ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
軽
々
に
そ
の
改
変
な
ど

を
計
る
よ
う
で
は
、「
旧
時
ノ
陋
習
ヲ
回
護
ス
ル
」
こ
と
に
な
る
と

警
告
し
、
そ
こ
に
、

若
シ
夫
レ
古
今
ヲ
折
衷
シ
経
典
ヲ
斟
酌
シ
一
ノ
国
教
ヲ
建
立
シ

テ
以
テ
行
フ
カ
如
キ
ハ
必
ス
賢
哲
其
人
ア
ル
ヲ
待
テ
而
シ
テ
政

府
ノ
宜
シ
ク
管
制
ス
ヘ
キ
所
ニ
非
サ
ル
ナ
リ

と
記
し
、
続
け
て
、

唯
政
府
深
ク
意
ヲ
留
ム
ヘ
キ
所
ノ
者
歴
史
文
学
慣
習
言
語
ハ
国

体
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
元
素
ナ
リ
宜
シ
ク
之
ヲ
愛
護
ス
ヘ
ク
シ
テ
之

ヲ
混
乱
ニ
及
ヒ
之
ヲ
残
破
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
髙
等
生
徒

ヲ
訓
導
ス
ル
ハ
宜
シ
ク
之
ヲ
科
学
ニ
進
ム
ヘ
ク
シ
テ
之
ヲ
政
談

ニ
誘
フ
ヘ
カ
ラ
ス

政
談
ノ
徒
過
多
ナ
ル
ハ
国
民
ノ
幸
福
ニ
非
ス
今
ノ
勢
ニ
因
ル
ト

キ
ハ
士
人
年
少
稍
ヤ
才
氣
ア
ル
者
ハ
相
競
フ
テ
政
談
ノ
徒
ト
ナ

ラ
ン
ト
ス
蓋
シ
現
今
ノ
書
生
ハ
大
抵
漢
学
生
徒
ノ
種
子
ニ
出
ツ

漢
学
生
徒
往
々
口
ヲ
開
ケ
ハ
輙
チ
政
理
ヲ
説
キ
臂
ヲ
攘
ケ
テ
天

下
ノ
事
ヲ
論
ス
故
ニ
其
転
シ
テ
洋
書
ヲ
読
ム
ニ
及
テ
亦
静
心
研

磨
節
ヲ
屈
シ
テ
百
科
ニ
從
事
ス
ル
事
能
ハ
ス
却
テ
欧
州
政
学
ノ

余
流
ニ
投
シ
転
タ
空
論
ヲ
喜
ヒ
滔
々
風
ヲ
成
シ
政
談
ノ
徒
都
鄙

ニ
充
ル
ニ
至
ル
今
其
弊
ヲ
矯
正
ス
ル
ニ
ハ
宜
シ
ク
工
芸
技
術
百

科
ノ
学
ヲ
広
メ
子
弟
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
髙
等
ノ
学
ニ
就
カ
ン
ト
欲

ス
ル
者
ハ
専
ラ
実
用
ヲ
期
シ
精
微
密
察
歳
月
ヲ
積
久
シ
志
嚮
ヲ

専
一
ニ
シ
而
シ
テ
浮
薄
激
昂
ノ
習
ヲ
暗
消
セ
シ
ム
ヘ
シ

と
記
し
、
あ
と
法
科
政
学
は
そ
の
試
験
を
厳
密
に
し
て
優
等
の
生
徒

の
み
入
学
さ
せ
る
べ
し
と
記
し
て
い
る
。

　

明
治
天
皇
は
、
こ
れ
を
元
田
永
孚
に
示
さ
れ
た
。
永
孚
は
こ
れ
を

よ
く
み
た
上
で
、
内
勅
を
う
け
て
教
育
議
附
議
を
記
し
て
、
博
文
に
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答
え
て
い
る
。

　

そ
の
あ
と
、
九
月
十
一
日
岩
倉
具
視
の
奏
議
に
よ
り
、
明
治
天
皇

は
文
部
卿
寺
島
宗
則
を
召
さ
れ
、
先
記
し
た
元
田
永
孚
の
謹
記
し
た

教
学
大
旨
、
小
学
条
目
、
伊
藤
博
文
の
記
し
た
教
育
議
、
そ
れ
に
元

老
院
上
奏
の
教
育
令
草
案
を
授
け
ら
れ
、
親
諭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
教
育
令
が
学
制
に
替
っ
て
公
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
る
如
く
、
ア
メ
リ
カ
国
の
制
度
を
範
と
し
て
、

自
由
主
義
を
と
り
、
地
方
の
実
情
に
適
合
す
る
こ
と
を
考
慮
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

五

　

つ
ぎ
に
『
幼
学
綱
要
』
の
こ
と
よ
り
も
み
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
そ

の
『
幼
学
綱
要
』
の
序
に
、

明
治
十
二
年
夏
秋
之
間
。
臣
永
孚
侍ス
二

経
筵ニ
一。
皇
上
親
諭シ
テ

 
曰ク

。

教
学
之
要ハ

。
在リ
レ

明ラ
カ
ニ
ス
ル
ニ

二　
　

本
末ヲ
一。
本
末
明ラ
カ
ナ
レ
バ

　
　

則
民ノ

志
定ル

。
民ノ

志
定リ
テ而
天
下
安シ

。
為ス
バレ

之ヲ

莫シ
レ

先ナ
ル
ハ

二

於
幼
学ヨ
リ一。
汝
与
二

文
学
之
臣
一。

宜シ
ク丙

編シ
二

一
書ヲ
一

以テ

便ス
乙

幼
学ニ
甲

也
。
臣
誠
恐
奉シ
レ

勅ヲ

。
謹ミ
審ニ
ス二

聖
意

之
所ヲ一レ

在ル

。
蓋シ

我ガ

祖
宗
。
継デ
レ

天ニ

建テ
レ

極ヲ

。
教ヘ
レ

人ヲ

化ス
レ

民ヲ

、
莫シ
二

一ニ

不ル
ハ一レ

出
二

於
至
誠ニ
一。

是ヲ

以テ

民
皆
純
一
正
直
。
父
子
之
親
篤ク

。
而
君
臣
之
義
明ラ
ケ
シ

 

矣
。

自リ
二

六
経
伝ハ
リ
テ

一レ

我ニ

。
仁
義
道
徳
之
説
。
益
明カ
ニ愈
広シ

。
雖モ
二

世
運

隆
替
。
学
科
迭
興ス

ト一。
而モ

至テ
ハ二

教フ
ルレ

之
之
要ニ
一。
則チ

莫シ
二

復
加ル
コ
ト

一レ

焉ニ

。

夫レ

本ヅ
イ
テ

二 

於
道
徳ニ
一。
而
達シ
二

於
知
識ニ
一。
始リ
テ二

於
彝
倫ニ
一。
而
及ブ二

於
事

業ニ一。
教
学
之
要
也
。
故ニ

道ク
ニレ

之
以テ
シ二

仁
義ヲ
一。
教フ
ル
ニ

レ 

之ヲ

以テ
シ二

忠
孝ヲ
一。

使
二
下

天
下
之
民
志ヲ
一

一
定ニ
中

於
茲ニ
上

則チ

其
智
之
所
レ

進ム

。
其
才
之
所

レ

成ル

。
発シ
二

於
言
辞ニ
一。
顕レ
二

於
行
実ニ
一。
施
二

-

為ス
ル事
業ヲ
一

者
。
莫シ
レ

不ル
ハ

レ

出デ
二

於
仁
義
忠
孝ニ
一

也
。
苟ク
モ志
向
未
レ

定ラ

。
而
専ニ
ス
レ
バ

二　

知
識
才
芸

之
務ヲ
一。
則チ

殞シ
二

徳
性ヲ
一

傷ケ
二

教
化ヲ
一。
其ノ

害
不
レ

可カ
ラレ

勝フ
レ

言フ
ニ。
達
二

観ス
ル
ニ

宇
内ヲ
一。
其レ

稱シ
二

華
夏ト
一

稱ス
ル二

文
明ト
一

者
。
猶
不
レ

免レ
二

叛
乱ヲ
一。
是レ

無ク

レ

他
。
先ニ
シ二

智
力ヲ
一

而
後ニ
ス
レ
バ

二 

仁
義ヲ
一

也
。
苟ク
モ後ニ
シ
テ

二

仁
義ヲ
一

而
智
力

是
競ヘ

バ。
則チ

甲
乙
相
軋リ

。
上
下
交
爭ヒ

。
不
レ

奪ハ

不
レ

饜カ

。
其レ

如ク
バ

レ

是ノ

則チ

天
下
之
乱
。
何ヲ

以テ

止マ
ン哉
。
夫レ

三
尺
之
童
。
知ル
ハレ

死ス
ル
ヲ

二

於
忠

孝ニ
一

者
。
我
邦
固
有
之
俗
也
。
豈
非ザ
ルレ

以テ
ニ二

列
聖
之
所
レ

崇ブ

在リ
レ

此ニ

。

而
習
慣
之
久
一

也
耶
。
風
移リ

俗
易リ

。
民
唯
務メ
二

於
知
識
才
芸ヲ
一。
棄テ

レ

本ヲ

超エ
レ

末ニ

。
遂ニ

將ニ
レ

至
レ

不
レ

知ラ
三

仁
義
忠
孝
之
為ル
カ二

何
物
一。
則チ

其

弊
害
果
何
所
底セ

ン止
哉
。
今
幼
稚
之
兒
。
智
慧
未
レ

定ラ

。
慣
染
猶

浅シ

。
於ニ
二

是ノ

時
一。
先
教フ
ル
ニ

レ

之
以テ
シ二

仁
義
忠
孝
之
道ヲ
一。
浸
漬
涵
蓄
。

習ヒ

與
レ

性
成リ

。
道
徳
由テ
レ

是ニ

以
淳ク

。
彜
倫
由リ
テレ

是ニ

以テ

正シ
ク。
而
風
俗

之
美
。
声
教
之
懿
。
將
レ

有
下

度
二

越
上
世
一。
而
冠
二

絶
宇
内ニ
一

者
上

矣
。
聖
意
懇
到ル
コ
ト
　

如シ
レ

此ノ

。
誰
敢
不
二

感
激
一。
輙チ

與
二

文
学
諸
員
一

相
議シ

。
謹
擇ビ
下

古
今
言
行
之
関シ
二

於
彜
倫
道
徳ニ
一。
而
近
二

切ス
ル於
幼

童ニ
一

者
上

。
編
纂
訂
正
以
上
焉
。
辱ク

賜ヒ
二

叡
覧ヲ
一

令ム
二

鋟
梓
以
布
一レ

世ニ

。
嗚
呼
。

皇
上
憂
世
愛
民
之
意
深シ

。
故ニ

垂レ
レ

教ヲ

道
レ

人
之
方
至レ
リ。
但
臣
等
学
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淺
識
陋
。
不
レ

足
三

以
副フ
ニ二

聖
意
之
万
一ニ
一。
所
二

以
深キ

恐
悚ス
ル一

也
。

然
觀
者
由
二

是
書
一。
以
知
二

本
末
先
後
之
不ル
ヲ一レ

可
レ

紊ス

。
講
習
匪

レ

懈ラ

。
俛
焉
竭セ
バレ

職ヲ

。
則チ

於
所
下

以
奉
二

聖
旨
一

報ユ
ル中

国
恩ニ
上

之
道
。

庶
二

幾
乎
不ル
ニ一レ

差ハ

矣
。
若シ

夫レ

発
二

揚シ

薫
陶ヲ
一。
以テ

成ス
ハ二

徳
性ト
一。
則チ

又

有ラ
ン
ト

レ

望ム
二

乎
教
導
之
人ニ
一

云フ

。

　
　

明
治
十
四
年
辛
巳
六
月

一
等
侍
講
正
五
位
臣
元
田
永
孚
謹
撰
并
書（（（
（

と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
、
教
育
令
草
案
を

直
裁
さ
れ
た
こ
ろ
に
、
明
治
天
皇
は
幼
童
に
対
し
て
の
教
育
に
つ
い

て
深
く
思
し
召
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

元
田
永
孚
は
こ
の
勅
命
を
う
け
て
、
文
学
の
臣
（
（（
（

と
計
り
撰
し
た
の

で
あ
る
、
孝
行
、
忠
義
、
和
順
、
友
愛
、
信
義
、
勤
学
、
立
志
、
誠

実
、
仁
慈
、
礼
譲
、
儉
素
、
忍
耐
、
貞
操
、
廉
潔
、
敏
智
、
剛
勇
、

公
平
、
度
量
、
識
断
、
勉
職
の
二
十
に
わ
け
て
記
し
て
い
る
。
そ
の

各
篇
ご
と
に
、
論
語
、
孟
子
な
ど
に
記
す
と
こ
ろ
を
初
め
に
掲
げ
、

つ
ぎ
に
そ
れ
に
関
連
し
て
の
天
皇
、
皇
族
ほ
か
、
ま
だ
中
国
の
古
人

が
そ
れ
に
つ
い
て
実
行
し
た
と
こ
ろ
を
丹
念
に
記
し
て
い
る
。

　

そ
の
は
じ
め
に

　
　

幼
学
綱
要
頒
賜
ノ
勅
諭

彝
倫
道
徳
ハ
教
育
ノ
主
本
我
朝
支
那
ノ
専
ラ
崇
尚
ス
ル
所
欧
米

各
国
モ
亦
修
身
ノ
学
ア
リ
ト
雖
之
ヲ
本
朝
ニ
操
用
ス
ル
未
タ
其

要
ヲ
得
ス
方
今
学
科
多
端
本
末
ヲ
誤
ル
者
鮮
カ
ラ
ス
年
少
修
學

最
モ
當
ニ
忠
孝
ヲ
本
ト
シ
仁
義
ヲ
先
ニ
ス
ヘ
シ
因
テ
儒
臣
ニ
命

シ
テ
此
書
ヲ
編
纂
シ
群
下
ニ
頒
賜
シ
明
倫
修
徳
ノ
要
茲
ニ
在
ル

事
ヲ
知
ラ
シ
ム

と
の
勅
諭
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
も
、
明
治
天
皇
が
教
育
に
つ
い
て
、
そ
の
根
本
と
み
ら

れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
正
し
く
年
少
者
よ
り
と
思
し
召
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
み
ら
れ
よ
う
。

六

　

こ
こ
で
、
皇
典
講
究
所
、
皇
學
館
の
設
立
に
つ
い
て
み
て
お
き
た

い
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
正
月
三
日
、
大
教
宣
布
の
詔
が
発
布
さ

れ
た
。
そ
の
大
教
と
は
惟
神
の
大
道
の
こ
と
な
る
こ
と
そ
の
詔
よ
り

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
詔
は
、

朕
恭
惟
天
神
天
祖
立
極
垂
統
列
皇
相
承
継
之
述
之
祭
政
一
致
億

兆
同
心
治
教
明
于
上
風
俗
美
于
下
而
中
世
以
降
時
有
汚
隆
道
有

顯
晦
矣
今
也
天
運
循
環
百
度
維
新
宜
明
治
教
以
宣
揚
惟
神
之
大

道
也
因
新
命
宣
教
使
布
教
天
下
汝
群
臣
衆
庶
其
體
斯
旨

と
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
詔
に
よ
っ
て
宣
教
使
の
職
制
が

定
め
ら
れ
、
そ
の
宣
教
使
に
国
学
の
素
養
の
あ
る
者
、
神
官
ら
が
任
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命
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
際
に
説
い
た
と
こ
ろ
、
徒
ら
に
佛
教
攻
撃
、

ま
た
独
断
の
私
説
な
ど
、
問
題
の
あ
る
こ
と
多
く
、
そ
の
所
属
し
た

神
祇
官
も
神
祇
省
と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
に
改
め
ら
れ
た

あ
と
、
同
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
に
は
神
祇
省
も
廃
さ
れ
、
宣
教

使
も
廃
さ
れ
、
四
月
宣
教
使
に
代
っ
て
教
導
職
が
置
か
れ
、
そ
れ
に

は
神
官
、
国
学
に
素
養
の
あ
る
者
だ
け
で
な
く
広
く
任
ず
る
こ
と
と

し
、
そ
れ
が
大
教
宣
布
に
当
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
あ
と
、

な
か
の
神
道
系
の
教
導
職
が
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
神
道
事
務
局

を
創
設
、
あ
と
神
道
教
導
職
と
し
て
結
束
し
て
き
た
が
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
二
月
二
十
三
日
、
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
は
明
治
天

皇
よ
り
神
道
教
導
職
総
裁
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

そ
の
あ
と
幟
仁
親
王
は
同
年
十
二
月
一
日
参
内
、
奏
書
を
奉
っ
て

神
道
精
神
を
上
奏
さ
れ
た
（
（（
（

。
そ
の
な
か
で
、「
近
来
西
洋
学
被
行
候

ヨ
リ
諸
事
盛
大
ニ
相
成
候
事
数
多
ニ
候
得
共
民
間
ニ
至
リ
テ
ハ
心
得

違
ノ
者
モ
出
来
終
ニ
ハ
彼
ノ
国
風
迄
移
来
御
国
体
ニ
関
シ
言
フ
可
カ

ラ
サ
ル
事
ヲ
唱
出
候
ハ
ン
モ
難
計
既
ニ
君
民
同
権
ニ
シ
テ
忠
義
ハ
頑

固
ノ
事
ト
申
説
」
も
出
て
来
た
が
、「
皇
国
ハ
古
来
ヨ
リ
神
道
ヲ
以

テ
御
基
礎
被
爲
立
候
事
故
」、「
御
宸
断
ヲ
以
テ
御
敬
神
ノ
道
御
確
定

被
遊
度
御
敬
神
ノ
道
相
立
候
得
者
皇
国
ハ
勿
論
海
外
迄
モ
皇
威
相
輝

キ
候
儀
ト
奉
存
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
の
な
か
で
神
道
事
務
局
に
生
徒
寮
を
設
け
、
皇

学
を
教
え
る
こ
と
も
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
皇
典
講
究
所
を
設
け
、

そ
こ
で
全
国
よ
り
優
秀
な
少
年
を
集
め
、
国
典
を
講
究
さ
せ
ん
と
し

た
が
、
そ
の
皇
典
講
究
所
總
裁
に
幟
仁
親
王
が
就
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
幟
仁
親
王
の
告
諭
は
、

皇
典
講
究
所
假
建
設
成
ル
茲
ニ
良
辰
ヲ
撰
ビ
本
日
開
黌
ノ
式
ヲ

行
フ
幟
仁
總
裁
ノ
任
ヲ
負
ヒ
親
ク
式
場
ニ
臨
ミ
職
員
生
徒
ニ
告

グ凡
学
問
ノ
道
ハ
本
ヲ
立
ツ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
故
ニ
国
體
ヲ

講
明
シ
テ
以
テ
立
国
ノ
基
礎
ヲ
鞏
ク
シ
徳
性
ヲ
涵
養
シ
テ
以
テ

人
生
ノ
本
分
ヲ
盡
ス
ハ
百
世
易
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
典
則
ナ
リ
而
シ

テ
世
或
ハ
此
ニ
暗
シ
是
レ
本
黌
ノ
設
立
ヲ
要
ス
ル
所
以
ナ
リ
今

ヨ
リ
後
職
員
生
徒
此
ノ
意
ヲ
體
シ
夙
夜
懈
ル
コ
ト
無
ク
本
黌
ノ

隆
昌
ヲ
永
遠
ニ
期
セ
ヨ

　

明
治
十
五
年
十
一
月
四
日

　
　
　
　

一
品
勲
一
等
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王

と
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
告
諭
、
明
治
天
皇
の
大
御
心
を
よ
く
う
け

と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
語
句
よ
り
も
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
皇
典

講
究
所
の
設
立
を
明
治
天
皇
は
聞
し
召
さ
れ
、
こ
の
年
よ
り
十
年
間
、

毎
年
金
二
千
四
百
圓
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
皇
典
講
究
所

よ
り
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
一
月
に
は
國
學
院
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
六
月
に
は
國
學
院
大
學

と
改
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
建
学
の
精
神
は
一
貫
し
て
の
も
の
で
あ
っ

た
（
（（
（

。
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そ
の
皇
典
講
究
所
設
立
の
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
三
月
十

八
日
の
こ
と
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
、「
朝
彦
親
王
御
沙
汰
に
依
り
東

上
し
、
山
階
宮
邸
に
入
る
」
と
あ
り
、
同
二
十
日
「
朝
彦
親
王
参
内
、

天
機
を
候
す
、
御
座
所
に
於
て
謁
を
賜
ふ
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

久
邇
宮
朝
彦
親
王
が
明
治
天
皇
の
お
召
し
を
う
け
、
参
内
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
朝
彦
親
王
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
七
月
十
日
神
宮
祭

主
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
京
都
に
御
在
住
で
あ
っ
た
。
そ
の
京
都

よ
り
お
召
し
を
う
け
ら
れ
て
の
参
内
、
そ
の
理
由
、
神
宮
に
関
し
て

の
こ
と
か
、
現
在
公
刊
の
『
朝
彦
親
王
日
記
』
に
こ
の
明
治
十
五
年

の
部
分
は
欠
け
て
い
て
そ
れ
よ
り
は
解
ら
な
い
（
（（
（

。
し
か
し
、
わ
ざ
わ

ざ
召
さ
れ
て
の
こ
と
、
そ
れ
も
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
、
前

記
し
て
来
た
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
の
こ
と
、
そ
れ
は
神
宮
に
直
接

関
し
て
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
よ
り
も
そ
の
翌
四
月
三
十
日
、
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
令
達
に

よ
り
、
伊
勢
の
皇
大
神
宮
の
傍
の
林
崎
文
庫
に
皇
學
館
を
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
令
達
に
、

今
般
林
崎
文
庫
ニ
皇
學
館
設
置
候
條
此
旨
相
達
候
事

　

但
組
織
学
規
等
ハ
追
テ
相
達
可
申
事

明
治
十
五
年
四
月
三
十
日

神
宮
祭
主
朝
彦
親
王　
　

と
あ
る
。
三
月
二
十
日
、
明
治
天
皇
よ
り
謁
を
賜
わ
ら
れ
、
翌
四
月

三
十
日
ま
で
そ
の
組
織
、
学
規
等
は
ま
だ
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

伊
勢
の
地
に
皇
學
館
設
置
と
の
こ
と
、
明
治
天
皇
が
東
京
に
皇
典
講

究
所
を
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
総
裁
と
し
て
創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
み
ら
れ
、
伊
勢
の
地
に
神
宮
祭
主
久
邇
宮
朝
彦
親
王
に

そ
れ
と
同
様
の
校
を
創
設
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
と

み
ら
れ
る
こ
と
、
当
時
の
諸
状
況
を
み
て
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
と
に
そ
の
あ
と
、
皇
學
館
も
整
備
さ
れ
た
が
、
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
十
八
日
に
、
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
御
子
賀
陽

宮
邦
憲
王
が
令
旨
を
出
さ
れ
て
い
る
そ
の
令
旨
よ
り
明
ら
か
と
み
ら

れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

　

賀
陽
宮
邦
憲
王

　
　
　

令　
　

旨

神
宮
皇
學
館
教
育
ノ
旨
趣
ハ
皇
國
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
皇
國
ノ
文
學

ヲ
修
メ
之
ヲ
實
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
以
テ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
文
明
ヲ

補
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
夫
レ
業
勤
メ
ザ
レ
バ
精
ナ
ラ
ズ
事
習
ハ

ザ
レ
バ
達
セ
ズ
况
ン
ヤ
本
館
期
ス
ル
所
ノ
學
ノ
重
且
大
ナ
ル
ニ

於
テ
ヲ
ヤ
本
館
學
生
深
ク
此
旨
ヲ
体
シ
常
ニ
師
長
ヲ
敬
重
シ
館

則
ヲ
遵
守
シ
黽
勉
努
力
以
テ
他
日
ノ
成
業
ヲ
期
シ
夙
夜
肯
テ
怠

ル
コ
ト
勿
レ

　

明
治
三
十
三
年
二
月
十
八
日

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
朝
彦
親
王
が
明
治

天
皇
の
仰
せ
を
よ
く
体
さ
れ
、
そ
れ
を
御
子
の
邦
憲
王
に
よ
く
伝
え

ら
れ
、
邦
憲
王
が
ま
た
着
実
に
う
け
と
め
ら
れ
て
の
こ
と
、
そ
の
皇
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學
館
教
育
の
旨
趣
は
「
皇
國
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
皇
國
ノ
文
学
ヲ
修
メ
テ

之
ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
」
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
よ

り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

教
育
令
な
ど
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
治
教
育

史
の
な
か
で
も
注
意
し
て
み
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

七

　

明
治
天
皇
が
、
軍
人
に
勅
諭
を
賜
わ
っ
た
の
も
、
前
記
皇
典
講
究

所
、
皇
學
館
設
立
と
同
じ
く
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
こ
と
、

そ
の
年
一
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
軍
人
に
賜
わ
り
た
る
勅
諭

の
な
か
よ
り
も
、
明
治
天
皇
の
教
育
に
つ
い
て
の
大
御
心
を
う
か
が

い
た
い
。
こ
の
軍
人
勅
諭
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
、

研
究
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
（
（（
（

、
そ
の
よ
う
な
詮
索
で
は
な
く
、
記

さ
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
み
た
い
。

　

そ
の
勅
諭
は
、

我
國
の
軍
隊
は
世
々
天
皇
の
統
率
し
給
ふ
所
に
そ
あ
る
昔
神
武

天
皇
躬
つ
か
ら
大
伴
物
部
の
兵
と
も
を
率
ひ
髙
御
座
に
即
か
せ

ら
れ
天
下
し
ろ
し
め
給
ひ
し
よ
り
二
千
五
百
有
余
年
を
経
ぬ

と
記
し
始
め
て
あ
と
中
世
以
来
の
変
遷
を
記
さ
れ
、
維
新
以
降
十
五

年
ほ
ど
の
間
に
陸
海
軍
の
制
も
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
軍
を
統
ぶ
る
大

権
、

夫
兵
馬
の
大
権
は
朕
か
統
ふ
る
所
な
れ
は
其
司
々
を
こ
そ
臣
下

に
は
任
す
な
れ
其
大
綱
は
朕
親
之
を
攬
り
肯
て
臣
下
に
委
ぬ
へ

き
も
の
に
あ
ら
ず
（
略
）

　

朕
は
汝
等
軍
人
の
大
元
帥
な
る
そ
さ
れ
は
朕
は
汝
等
を
股
肱

と
頼
み
汝
等
は
朕
を
頭
首
と
仰
き
て
そ
其
親
は
特
に
深
か
る
へ

き
朕
か
国
家
を
保
護
し
て
上
天
の
恵
に
応
し
祖
宗
の
恩
に
報
い

ま
ゐ
ら
す
る
事
を
得
る
も
得
さ
る
も
汝
等
軍
人
か
其
職
を
盡
す

と
盡
さ
さ
る
と
に
由
る
そ
か
し
（
略
）

と
記
さ
れ
た
あ
と
、

　

一
軍
人
は
忠
節
を
盡
す
を
本
分
と
す
へ
し

凡
生
を
我
国
に
稟
く
る
も
の
誰
か
は
国
に
報
ゆ
る
の
心
な
か
る

へ
き
況
し
て
軍
人
た
ら
む
者
は
此
心
の
固
か
ら
て
は
物
の
用
に

立
ち
得
へ
し
と
も
思
は
れ
す
（
略
）

　

一
軍
人
は
礼
義
を
正
し
く
す
へ
し

凡
軍
人
に
は
上
元
帥
よ
り
下
一
卒
に
至
る
ま
て
其
間
に
官
職
の

階
級
あ
り
て
統
属
す
る
の
み
な
ら
す
同
列
同
級
と
て
も
停
年
に

新
旧
あ
れ
は
新
任
の
者
は
旧
任
の
も
の
に
服
従
す
へ
き
も
の
そ

下
級
の
も
の
は
上
官
の
命
を
承
る
こ
と
実
は
直
に
朕
か
命
を
承

る
儀
な
り
と
心
得
よ
（
略
）

　

一
軍
人
は
武
勇
を
尚
ふ
へ
し

夫
武
勇
は
我
国
に
て
は
古
よ
り
い
と
も
貴
へ
る
所
な
れ
は
我
国

の
臣
民
た
ら
む
も
の
武
勇
な
く
て
は
叶
ふ
ま
し
（
略
）

武
勇
に
は
大
勇
あ
り
小
勇
あ
り
て
同
か
ら
す
血
氣
に
は
や
り
粗
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暴
の
振
舞
な
と
せ
む
は
武
勇
と
は
謂
ひ
難
し
軍
人
た
ら
む
も
の

は
常
に
能
く
義
理
を
弁
へ
能
く
膽
力
を
練
り
思
慮
を
殫
し
て
事

を
謀
る
へ
し
（
略
）

　

一
軍
人
は
信
義
を
重
ん
す
へ
し

凡
信
義
を
守
る
こ
と
常
の
道
に
は
あ
れ
と
わ
き
て
軍
人
は
信
義

な
く
て
は
一
日
も
隊
伍
の
中
に
交
り
あ
ら
む
こ
と
難
か
る
へ
し

信
と
は
己
か
言
を
踐
行
ひ
義
と
は
己
か
分
を
盡
す
を
い
ふ
な
り

（
略
）

　

一
軍
人
は
質
素
を
旨
と
す
へ
し

凡
質
素
を
旨
と
せ
さ
れ
は
文
弱
に
流
れ
軽
薄
に
趨
り
驕
奢
華
美

の
風
を
好
み
遂
に
は
貪
汚
に
陥
り
て
志
も
無
下
に
賤
く
な
り
節

操
も
武
勇
も
其
甲
斐
な
く
世
人
に
爪
は
し
き
せ
ら
る
ゝ
迄
に
至

り
ぬ
へ
し
（
略
）

右
の
五
ヶ
条
は
軍
人
た
ら
む
も
の
暫
も
忽
に
す
へ
か
ら
す
さ
て

之
を
行
は
む
に
は
一
つ
の
誠
心
こ
そ
大
切
な
れ
抑
此
五
ヶ
条
は

我
軍
人
の
精
神
に
し
て
一
の
誠
心
は
又
五
ヶ
条
の
精
神
な
り

（
略
）

此
五
ヶ
条
は
天
地
の
公
道
人
倫
の
常
経
な
り
行
ひ
易
く
守
り
易

し
汝
等
軍
人
能
く
朕
か
訓
に
遵
ひ
て
此
道
を
守
り
行
ひ
国
に
報

ゆ
る
の
務
を
盡
さ
は
日
本
国
の
蒼
生
挙
り
て
之
を
悦
ひ
な
む
朕

一
人
の
懌
の
み
な
ら
む
や

　

明
治
十
五
年
一
月
四
日

御
名

と
の
如
く
で
あ
る
。

　

軍
人
、
中
世
以
来
の
武
士
、
そ
こ
に
は
武
士
道
が
あ
り
、
よ
く
守

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
改
め
て
そ
れ
と
は
違
っ
て
国
家
を
保

護
す
る
軍
人
、
皇
軍
の
軍
人
に
賜
わ
り
た
る
勅
諭
、
こ
こ
よ
り
も
大

御
心
を
み
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
忠
節
を
盡
す
こ
と
を
本

分
と
す
る
軍
人
、
そ
の
軍
人
に
さ
ら
に
聖
喩
記
で
仰
せ
ら
れ
た
修
身

に
通
ず
る
こ
と
、
よ
く
誠
を
も
っ
て
考
慮
し
処
す
る
こ
と
を
仰
せ
ら

れ
た
こ
と
、
み
さ
せ
て
頂
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八

　

明
治
維
新
よ
り
あ
と
、
教
育
制
度
に
つ
い
て
凡
そ
み
て
来
た
如
く
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
學
制
が
頒
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
制
の
も
と

の
小
学
校
ほ
か
諸
学
校
に
つ
い
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
明

治
天
皇
が
御
巡
覧
に
な
り
、
そ
の
実
際
が
著
し
く
教
育
の
大
旨
に
違

う
こ
と
を
み
ら
れ
た
。
そ
の
翌
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
教

育
令
に
改
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
年
よ
り
仰
せ
を
う
け
て
元
田
永
孚
は

文
学
の
士
と
と
も
に
幼
学
綱
要
の
撰
に
当
る
こ
と
を
し
た
。
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
が
皇
典
講
究
所
を
東
京
に

創
設
さ
れ
、
久
邇
宮
朝
彦
親
王
が
皇
學
館
を
伊
勢
に
創
設
さ
れ
た
が
、

当
時
に
西
欧
の
文
物
制
度
を
そ
の
ま
ま
に
入
れ
、
国
体
を
顧
み
ず
、

教
育
の
淵
源
を
も
顧
み
る
こ
と
を
し
な
い
傾
向
が
出
て
来
た
。
そ
れ
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に
対
し
て
識
者
が
そ
れ
へ
の
対
策
を
考
慮
し
て
動
い
て
い
た
が
、
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
帝
国
大
学
を
御
視
察
、
そ
の
実
際
を
み
ら

れ
、
元
田
永
孚
に
御
所
見
を
喩
さ
れ
た
あ
と
、
い
よ
い
よ
そ
の
識
者

は
動
い
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
は
古
来
仁
義
忠
孝
の
道
が
あ
る
、

こ
れ
国
体
の
精
華
に
し
て
教
育
の
淵
源
こ
こ
に
存
す
と
し
て
、
そ
れ

を
勅
語
で
御
渙
発
の
こ
と
を
計
り
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

十
月
三
十
日
教
育
勅
語
を
賜
い
教
育
の
大
本
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
、
明
治
初
年
よ
り
の
教
育
に
対
す
る
大
御
心
、
こ
と
に

『
聖
喩
記
』
に
み
ら
れ
る
帝
国
大
学
に
よ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
現

代
に
深
く
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

元
田
永
孚
は
、
そ
の
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
た
翌
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
一
月
二
十
二
日
流
行
性
感
冒
に
よ
り
死
去
し
た
。
永
孚
、

君
側
に
侍
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
こ
の
よ
う
な
真
の
学
者
、
真
の
道

徳
の
士
、
こ
の
よ
う
な
臣
が
輔
弼
に
当
っ
た
こ
と
、
こ
れ
も
よ
く
み

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
そ
の
元
田
永
孚
が
教
学
大
旨
、
聖
喩
記
ほ

か
多
く
を
謹
記
し
残
し
た
こ
と
、
後
世
の
た
め
に
も
何
よ
り
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

付

　

付
し
て
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
創
立
者
大
倉
邦
彦
に
つ
い
て
み

て
お
き
た
い
（
（（
（

。
大
倉
邦
彦
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
佐
賀
県
で

誕
生
、
大
倉
洋
紙
店
ほ
か
の
経
営
に
当
っ
た
実
業
界
の
人
で
あ
っ
た

が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
あ
と
の
わ
が
国
の
思
想
動
揺
、
社
会
不
安

を
み
て
、
そ
の
是
正
を
計
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
関
東
大
震
災
の
あ
と
、
国
民
精
神
作
興
に

関
す
る
詔
書
が
出
さ
れ
る
程
、
国
民
精
神
も
弛
ん
で
い
た
が
、
大
倉

邦
彦
は
そ
の
年
よ
り
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
、
文
学
部
に
聴
講
生

と
し
て
聴
講
に
通
い
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
ま
で
続
け
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
講
義
は
現
実
離
れ
、
得
る
と
こ
ろ
は
少

な
く
、
そ
れ
に
失
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
宗
教
界
も
無
力
、

そ
の
本
来
を
な
く
し
て
い
る
上
に
、
教
育
界
も
最
高
学
府
で
空
理
空

論
、
現
実
社
会
と
遊
離
し
た
講
義
を
し
て
い
る
上
に
、
偏
向
と
み
ら

れ
る
面
も
あ
る
こ
と
を
み
て
、
真
に
わ
が
国
を
本
来
に
立
て
直
す
に

は
、
自
ら
立
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
当
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
横
浜
市
に
大
倉
精
神
文
化
研
究

所
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
建
物
の
地
下
深
く
に
礎
碑
を
納
め
た
。
そ

れ
に
、一

、
一
国
思
想
ノ
源
泉
ハ
真
ノ
宗
教
ト
教
育
ニ
在
リ
ト
信
ジ
是

ヲ
建
立
ス

一
、
人
ガ
人
ト
シ
テ
宇
宙
人
生
ノ
正
法
ニ
安
住
セ
ン
事
ヲ
念
願

ス

一
、
人
ガ
業
人
ト
シ
テ
自
他
ノ
存
続
発
展
ヲ
基
調
ト
セ
ン
事
ヲ

念
願
ス

一
、
人
ガ
国
民
ト
シ
テ
天
孫
中
心
ノ
君
国
ヲ
永
遠
ナ
ラ
シ
メ
ン
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事
ヲ
念
願
ス

と
記
し
て
い
た
。

　

大
倉
は
そ
の
研
究
所
で
の
研
究
成
果
を
直
ち
に
社
会
に
役
立
て
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
た
。
そ
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
開
い
た

第
一
回
日
本
精
神
講
習
会
の
趣
意
書
に
、

惟
ふ
に
日
本
精
神
は
単
に
学
究
の
徒
が
、
各
々
の
観
点
か
ら

競
っ
て
新
説
を
樹
て
ん
と
す
る
概
念
の
対
象
で
も
な
く
、
且
又

新
聞
雑
誌
等
に
見
る
如
き
浅
薄
な
る
議
論
の
問
題
で
も
な
い
。

現
実
の
国
民
生
活
か
ら
遊
離
し
た
理
論
や
概
念
は
殆
ん
ど
意
味

を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
真
に
徹
底
し
た
日
本
精
神
は
尊
厳

な
る
皇
国
体
を
明
ら
か
に
し
、
国
家
を
永
遠
無
窮
に
発
展
せ
し

む
る
原
動
力
と
し
て
発
現
し
来
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原

動
力
が
宗
教
に
教
育
に
政
治
に
経
済
に
如
実
に
顕
現
し
て
、
天

皇
中
心
の
国
家
を
生
成
発
展
せ
し
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。（
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。

　

大
倉
邦
彦
は
、
皇
国
の
皇
国
た
る
所
以
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
な

ど
に
よ
り
、
み
る
べ
き
も
の
、
そ
れ
を
国
民
全
体
が
と
漢
文
体
で
な

く
、
書
き
下
し
、
総
ル
ビ
付
き
で
の
神
典
を
刊
行
す
る
こ
と
も
し
た
。

　

大
倉
邦
彦
が
使
命
と
し
て
当
っ
た
根
底
に
、
明
治
天
皇
の
大
御
心

を
体
し
た
も
の
の
存
す
る
こ
と
、
こ
れ
よ
り
も
知
ら
れ
よ
う
。
大
倉

邦
彦
は
、
そ
の
研
究
所
の
機
関
誌
『
大
倉
山
論
集
』
に
載
せ
る
論
文

は
、
枝
葉
末
節
の
考
証
な
ど
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
戒
め
、
ま
た
、

そ
の
『
論
集
』
に
載
せ
る
論
文
、
そ
れ
は
乗
合
バ
ス
の
乗
客
、
す
な

わ
ち
各
々
の
目
的
地
が
違
う
と
同
様
の
も
の
で
は
な
く
、
皆
そ
の
論

文
を
記
す
目
的
を
一
つ
と
す
る
、
す
な
わ
ち
世
に
す
ぐ
役
立
つ
論
と

一
つ
と
す
る
よ
う
に
と
戒
め
て
い
た
。
こ
こ
に
も
、
明
治
天
皇
の
大

御
心
に
通
ず
る
も
の
を
看
得
で
き
よ
う
。
こ
の
大
倉
邦
彦
は
昭
和
四

十
六
年
（
一
九
七
一
）
没
す
る
ま
で
、
そ
の
使
命
と
す
る
と
こ
ろ
に

当
っ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
人
の
い
た
こ
と
も
、
よ
く
み
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
人
の
志
も
現
代
に
う
け
と
め
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。注（1

）　

文
部
省
『
学
制
百
年
史
』（
昭
47
・
10
刊
）
第
一
編
第
四
節
参
看

（
2
）　
『
法
令
全
書
』、『
学
制
百
年
史
』
資
料
篇
所
収
。

（
3
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
。

（
4
）　
『
法
令
全
書
』、『
学
制
百
年
史
』
資
料
篇
所
収
。

（
5
）　

文
部
省
『
学
制
百
年
史
』
第
一
編
第
四
節
参
看

（
6
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
。

（
7
）　

渡
邊
幾
治
郎
著
『
明
治
天
皇
と
輔
弼
の
人
々
』
千
倉
書
房
刊
、
昭

和
11
・
10
、
渡
邊
幾
治
郎
著
『
明
治
天
皇
の
聖
徳　

重
臣
』
千
倉

書
房
刊
、
昭
和
16
・
11
、
沼
田
哲
『
元
田
永
孚
と
明
治
国
家
』
吉

川
弘
文
館
刊
、
平
17
・
6
、
ほ
か
参
看
。

（
8
）　

元
田
永
孚
「
還
暦
之
記
」（
元
田
文
書
研
究
会
編
『
元
田
永
孚
文

書
』
所
収
）。
こ
の
永
孚
の
実
学
に
つ
い
て
、
沼
田
哲
著
『
元
田
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永
孚
と
明
治
国
家
』
吉
川
弘
文
館
刊
、
平
17
・
6
、
第
一
部
第
一

章
注
参
看
。

（
9
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
十
九
年
十
月
二
十
九
日
条
。

（
10
）　

渡
邊
幾
治
郎
著
『
明
治
天
皇
と
輔
弼
の
人
々
』
千
倉
書
房
刊
、
昭

和
11
・
10
。

（
11
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
索
引
三
九
七
頁
、
三
九
八
頁
よ
り
参
看
。

（
12
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
九
年
一
月
七
日
条
。「
元
田
男
爵
家
文
書
」、

「
御
逸
事
」
に
よ
る
か
。

（
13
）　

渡
邊
幾
治
郎
監
修
、
御
聖
徳
普
及
会
編
纂
『
明
治
大
正
今
上
三
帝

聖
徳
録
』、
昭
和
8
・
11
、
刊
。
大
久
保
利
謙
『
明
治
維
新
と
教

育
』（『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
』
4
）
吉
川
弘
文
館
刊
、
昭

62
・
10
。
ほ
か
。

（
14
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
に
、
明
治
元
年
九
月
漢
学
所
を
梶
井
宮
の
第
に
、

皇
学
所
を
左
大
臣
苦
情
道
孝
の
第
に
設
け
た
こ
と
を
『
法
令
全
書
』

な
ど
に
よ
り
記
し
て
い
る
が
、
明
治
二
年
九
月
に
は
両
学
所
と
も

に
廃
止
さ
れ
た
。

（
15
）　
『
法
令
全
書
』

（
16
）　

文
部
省
刊
『
学
制
五
十
年
史
』
大
11
・
10
刊
。

（
17
）　
（
16
）
に
同
じ
。

（
18
）　
『
明
治
天
皇
紀
』

（
19
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
。

（
20
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
九
月
条
。

（
21
）　

宮
内
省
旧
蔵
版
、
大
7
・
7
郁
文
舎
出
版
部
頒
布
版
に
よ
る
。

（
22
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
十
四
年
六
月
の
条
に
、「
宮
内
省
四
等
出
仕

髙
崎
正
風
・
同
七
等
出
仕
仙
石
政
固
・
宮
内
省
御
用
掛
西
尾
爲

忠
・
同
兒
玉
源
之
丞
・
同
池
原
香
穉
」
ら
の
名
を
記
す
。

（
23
）　

高
松
宮
蔵
版
『
幟
仁
親
王
行
実
』
昭
8
・
6
刊
。

（
24
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
。

（
25
）　

國
學
院
大
學
で
発
行
の
校
史
に
関
す
る
諸
書
参
看
。

（
26
）　

朝
彦
親
王
の
日
誌
、『
国
書
総
目
録
』
に
愛
知
県
下
の
穂
久
邇
文

庫
に
架
蔵
の
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
筆
者
は
昭
和
四
十
二

年
八
月
十
日
行
き
閲
覧
を
願
っ
た
が
、
他
の
久
邇
宮
家
よ
り
移
さ

れ
た
諸
書
と
と
も
に
未
整
理
で
閲
覧
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
27
）　

大
久
保
利
謙
『
明
治
の
思
想
と
文
化
』（
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作

集
6
）
昭
63
・
2
、
吉
川
弘
文
館
刊
の
な
か
の
「
西
周
の
軍
部
論
」

「
忠
節
と
い
う
軍
人
徳
目
の
成
立
過
程
」
ほ
か
。

（
28
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
、
渡
邊
幾
治
郎
監
修
、
御
聖
徳
普
及
会

編
纂
『
明
治
大
正
今
上
三
帝
聖
徳
録
』
第
八
章
明
治
天
皇
と
教
育
、

昭
8
・
11
刊
、
ほ
か
参
看
。

（
29
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
同
日
条
参
看
。

（
30
）　

拙
稿
「
大
倉
邦
彦
の
理
想
」（『
皇
學
館
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
40

輯
、
平
13
・
12
刊
）
所
収
、
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編

『
大
倉
邦
彦
伝
』（
平
4
・
3
刊
）
参
看
。

（
宮
内
庁
侍
従
職
御
用
掛
）


